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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月26日(2017.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カソードと、
　アノードと、
　前記カソード及びアノードの間に配設されたセパレータとを備え、
　前記カソード及びアノードのうち少なくとも一方は、混合バインダ材を含み、前記混合
バインダ材は、ポリエチレンオキシド（ＰＥＯ）と、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴ
ＦＥ）とを有する、エネルギー貯蔵装置。
【請求項２】
　リチウムイオンバッテリーを含む、請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項３】
　前記混合バインダ材は、最大で５０重量％のＰＴＦＥを含有している、請求項１に記載
のエネルギー貯蔵装置。
【請求項４】
　前記混合バインダ材は、ＰＴＦＥ対ＰＥＯの質量比が１：３から３：１である、請求項
１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項５】
　前記カソード及び前記アノードの少なくとも一方が乾式工程に由来する電極フィルムを
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有する、請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項６】
　前記カソードは、カソード混合バインダ材を含み、前記アノードは、アノード混合バイ
ンダ材を含む、請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項７】
　前記カソード混合バインダ材は、前記アノード混合バインダ材とは異なるものである、
請求項６に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項８】
　ポリビニリデンフルオライド（ＰＶＤＦ）、ＰＶＤＦ共重合体、及びポリエチレンオキ
シド（ＰＥＯ）の少なくとも１つと、ＰＴＦＥとを有する、混合バインダ材を備え、
　乾式工程に由来する独立した電極フィルムである、エネルギー貯蔵装置の電極フイルム
。
【請求項９】
　前記電極フィルムは、リチウムイオンバッテリー又はリチウムイオンキャパシタの電極
フィルムを含む、請求項８に記載の電極フィルム。
【請求項１０】
　請求項８に記載の電極フィルムと、集電体とを備えた、アノード。
【請求項１１】
　前記電極フィルムは、炭素活性材料を有し、前記炭素活性材料がグラファイトを含む、
請求項１０に記載のアノード。
【請求項１２】
　前記混合バインダ材が最大で５０重量％のＰＴＦＥを含有している、請求項１０に記載
のアノード。
【請求項１３】
　請求項８に記載の電極フィルムと、集電体とを備えている、カソード。
【請求項１４】
　前記混合バインダ材は、ＰＴＦＥ対ＰＥＯの質量比が１：５から５：１である請求項１
３に記載のカソード。
【請求項１５】
　５重量％から１０重量％の前記混合バインダ材を含んでいる、請求項８に記載の電極フ
ィルム。
【請求項１６】
　第１混合物を形成するために、活性材料と、混合バインダ材の少なくとも１つの成分と
を混合する処理と、
　第２混合物を形成するために、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）を前記第１混
合物に添加する処理と、
　前記第２混合物を高せん断にさらす処理と、
を備え、
　前記少なくとも１つの成分は、ポリビニリデンフルオライド（ＰＶＤＦ）、ＰＶＤＦ共
重合体、及びポリエチレンオキシド（ＰＥＯ）のうちの少なくとも１つを含む、エネルギ
ー貯蔵装置のアノード用組成物の作製方法。
【請求項１７】
　前記混合する処理及び添加する処理の両方は、２０℃から７５℃の温度でのブレンディ
ングを含む、請求項１６に記載の作製方法。
【請求項１８】
　前記第２混合物を高せん断にさらす処理は、ＰＴＦＥのフィブリル化を含む、請求項１
７に記載の作製方法。
【請求項１９】
　前記フィブリル化はジェットミル処理を含む請求項１８に記載の作製方法。
【請求項２０】
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　前記エネルギー貯蔵装置は、リチウムイオンバッテリー又はリチウムイオンキャパシタ
を含む請求項１６に記載の作製方法。
【請求項２１】
　前記混合する処理は、前記第１混合物を形成するために、導電性炭素付加物と前記活性
材料及びＰＴＦＥ混合バインダ材の少なくとも１つの成分とを混合することをさらに含む
、請求項１６に記載の作製方法。
【請求項２２】
　ＰＴＦＥと前記少なくとも１つの成分との質量比が１：３から３：１である請求項１６
に記載の作製方法。
【請求項２３】
　乾式作製工程を含む、請求項１６に記載の作製方法。
【請求項２４】
　独立した乾燥粒子電極フィルムを形成する、電極フィルム混合物のカレンダ処理をさら
に備える、請求項２３に記載の作製方法。
【請求項２５】
　第１混合物を形成するために、多孔性炭素材料と、混合バインダ材の少なくとも１つの
成分とを混合する処理と、
　前記多孔性炭素材料と、前記混合バインダ材の少なくとも１つの成分とを含む第１混合
物を高せん断にさらす処理と、
　第２混合物を形成するために、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）を前記第１混
合物に添加する処理とを備え、
　前記少なくとも１つの成分は、ポリビニリデンフルオライド（ＰＶＤＦ）、ＰＶＤＦ共
重合体、及びポリエチレンオキシド（ＰＥＯ）のうち少なくとも１つを含む、エネルギー
貯蔵装置のカソード用組成物の作製方法。
【請求項２６】
　前記エネルギー貯蔵装置は、リチウムイオンバッテリー又はリチウムイオンキャパシタ
である請求項２５に記載の作製方法。
【請求項２７】
　前記多孔性炭素材料は活性炭素を含み、前記少なくとも１つの成分はＰＶＤＦを含み、
前記混合する処理は、前記活性炭素とＰＶＤＦとを１：１から１：５の質量比で混合する
こと含む、請求項２５に記載の作製方法。
【請求項２８】
　前記混合する処理は、多孔性炭素材料の第１分量と前記混合バインダ材の１つの成分と
を混合することを含み、
　第３混合物を形成するために、カソードの活性材料、多孔性炭素材料の第２分量、及び
導電性炭素付加物を混合する処理と、
　前記高せん断にさらす処理よりも後で、前記第３混合物を、前記第１混合物と混合する
処理とを備えている、請求項２５に記載の作製方法。
【請求項２９】
　前記活性材料は、リチウムニッケルマンガンコバルト酸化物を含む請求項２８に記載の
作製方法。
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